
静岡大学・工学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３８０１

基盤研究(B)（一般）

2022～2018

ボランティア参加機構を活用したボランティア獲得のための情報システムの展開と拡張

Expansion of information system for volunteer acquisition using volunteer 
participation mechanism

６０２７０９８０研究者番号：

前田　恭伸（Maeda, Yasunobu）

研究期間：

１８Ｈ０１６５７

年 月 日現在  ５   ６ ２１

円    13,100,000

研究成果の概要（和文）：様々な市民活動を行ううえで、ボランティアの参加は不可欠である。本研究は、ボラ
ンティア特有の参加機構を明らかにしながら、それを踏まえたボランティア募集に適した情報システムを試行
し、ボランティアを安定的に確保できる社会システムについて検討する。成果として、ボランティア募集システ
ム「ボラいち」を開発した。また、ボランティア参加に関しては、ボランティア機会理論に基づいて、参加は心
理的・社会的属性よりも、それまでの活動の経験や友人からの誘いが強く効いていることが示された。またSNS
は市民活動団体内のコミュニケーションの強化には有効だが新たなボランティア獲得には効果的でないことが示
唆された。

研究成果の概要（英文）：Participation of volunteers is indispensable in carrying out various civic 
activities. In this research, while clarifying the participation mechanism of volunteers, an 
information system suitable for recruiting volunteers has been developed on the basis of the 
mechanism, and social systems that can stably recruit volunteers have been investigated. As a 
result, we developed a volunteer recruitment system "Boraichi". Regarding volunteer participation 
mechanism, based on the volunteer opportunity theory, it was shown that previous activity 
experiences and invitations from friends had a stronger effect on participation than psychological 
and social attributes of potential volunteers. It was also suggested that social media are effective
 in strengthening communication within citizen groups, but not effective in acquiring new 
volunteers.

研究分野：社会システム工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義としては、ボランティア機会理論をさらに充実されることができた点を挙げることができる。ボラン
ティア機会理論は、研究者らによって2008年に発表されたが、これはボランティア参加が従来言われていた労働
経済学的枠組みではなく、単に参加の機会があるかどうかに依存していることを示したものであった。今回の研
究ではその機会の提供の場として、友人からの誘い、そして活動に参加することが別の機会につながることが示
された。社会的意義としてはそのボランティア機会理論の応用として「ボラいち」システムを提示できたこと、
そしてボランティア募集のより適切な方向性について示唆を与えることができた事があるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 社会的事業を運営していく上でボランティアの存在は不可欠である。多くの NPOや市民グ
ループがボランティアを募集している。しかし工夫をこらしてボランティアの確保を図ってい
るにもかかわらず、十分な人数の確保ができていないのが現状である。ボランティアの希望者は
けっして少ないわけではない。経済産業省のレポート「不安な個人、立ちすくむ国家」(2017)で
は、「自国のために役立つことをしたい」という若者が多いことが指摘されている。内閣府の調
査(2012)では、ボランティア、NPO 活動、市民活動に 6 割近い人が参加の意向を示している。
一方、同じ報告の中で実際にこれらの活動に参加している人は 2 割程度とされている。参加希
望が多いにも係わらず、ボランティア参加者が少ない原因は、ボランティア参加にはそれ特有の
機構があり、それに基づいた適切な情報伝達方法が開発されていないことにあると考えられる。 
 
(2) 従来、ボランティア参加は労働経済学をベースとする合理的選択理論を元に議論され、ボラ
ンティア参加のベネフィットがコストと比して大きなときに人はボランティア活動に参加する
とされてきた。しかしボランティアの合理的選択理論は、実証研究では必ずしも支持されていな
い。それに代わる理論として本研究はボランティア機会理論をベースにする。人には利他性があ
り、参加の機会に接することによってボランティア活動に参加するという考えである。この考え
に従えば、潜在的参加者の前にボランティア活動の機会を提示することがボランティア参加を
増やす鍵となる。この研究がめざすところは、ボランティア特有の参加機構を明らかにしながら、
それを踏まえたボランティア募集に適した情報システムを試行し、ボランティアを安定的に確
保できる社会システムについて検討することである。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究の目的は大きく３つある。ボランティア情報システムの拡充のために、まずボランテ
ィア参加の理論の精緻化が必要である。本研究では合理的選択理論に代わり、ボランティア機会
理論を採用する。すでに先行研究から、ボランティア参加と金銭的余裕や時間的余裕に関係がな
いこと、ボランティア参加者は偶然知らされた情報により参加を決定していることが明らかと
なっている。さらに呼びかけ元に対する仲間意識や共同体意識が関係すると考えられる。意思決
定における二重過程理論等を手掛かりにこれらの点を解析する。 
 
(2) 次に、理論を実際に活用するために、実際にボランティア層の拡大を実現する情報システム
を構築する。仲間意識を醸成する仕組み、例えば SNSを応用した交流システム、情報システム
から参加を呼びかけるプッシュ機能などを持つシステムへ拡張していく。 
 
(3) 第 3に、実際に情報システムを活用してもらい、ボランティアを募集する側と参加する側の
現状と要望についてアンケート等を用いて分析し、それにより情報システムを改良する手がか
りとする。 
 
３．研究の方法 
(1) ボランティア参加要因の探索と理論の精緻化：趣味、環境意識、性格および参加経験などの
要因から、ボランティア参加に関係するものを探索する。加えて、活動に対する仲間意識や所属
意識の効果を検証してボランティア参加理論を強化する。方法として、参加者へのグループイン
タビューから、参加に至った経緯について、詳細に調査する。全国規模の Web アンケート調査に
より、ボランティア参加経験者と要因の関係を検証して、要因のスクリーニングを行なう。 
 
(2) システムの拡充：研究者らはすでにボランティア情報システムを試作しているが、これをも
とにシステムを拡充する。参加者の属性にあわせて情報を届けるプッシュ機能、参加者相互の交
流を促進する SNS 機能、Facebook,等既存 SNS との連携機能などを実装し、その有効性を検証す
る。 
 
(3) システムを用いた社会実験：実際に、茨城（湖沼環境改善のためのヨシ刈り）、広島（太田
川流域での生態系保全）等様々な地域に上記システムを展開し、ボランティアの活動への参加を
促進させる社会実験を行う。その過程で、次の段階としてこのようなシステムが社会的ツールと
して成立する条件を探索する。 
 
４．研究成果 
(1) まず、ボランティアを募集するためのシステムの拡充であるが、これについてはシステムを
インクリメンタルに更新するための体制を構築し、これまでのシステムの試用からでてきたニ
ーズをレビューし新たな仕様を実装した。ニーズのレビューからは、彼らのボランティア獲得方
法としては主にクチコミが使われていること、ICT は彼らのボランティア獲得方法の主流ではな



かったことがわかった。一方で研究者らが作成したボラ
ンティア募集システム「ボラいち」については肯定的な
評価が得られたことなどがわかった。この成果は ISTR 
Asia Region Conference 2019 で発表するとともにエコ
ミュージアム研究誌に発表した(2021)。 
 
(2) ボランティア参加の理論の精緻化については、まず
Ajzen の合理的行為理論・予定行動理論に基づいて仮説
を設定し、それに基づいてアンケート・インタビューを
行った。その結果、ボランティア獲得のメディアとして
は SNS よりチラシやメールを直接本人に届ける方が有
効であると考えられていること、友人がボランティア活
動の継続の鍵になっていること、そういう経験があることがその後のボランティア参加につな
がっていることが示された。それらは、環境科学会誌(2019)、The Nonprofit Review(2019)、環

表 1 ボランティア参加の基本モデルと友人モデルについての多変量解析 

 

 

 

図 1 ボラいち(https://elfm.jp/) 



境共生(2023)に論文として掲載されるとともに国際会議 ISTR2021 Global Virtual Conference
でも発表された。森はこの関連研究で令和 3年度文部科学大臣表彰科学技術賞を受賞した。 
 
(3) システムの潜在的利用者として、瀬戸内海の流域住民の環境活動への参加意識と情報収集
の実態について調査を行った。結果として、インターネットより新聞・雑誌、テレビ・ラジオか
ら情報を得ている人が多く、市民活動への参加を促すのは、もともと当該活動を知っていたこと
や、友人・知人に誘われたことによる部分が大きく、SNS などの効果は大きくないことが示され
た。この結果は水資源・環境研究誌に論文として発表した(2021)。 

(4) その一方で、2020 年以降は新型コロナウイルスのパンデミックにより、団体がボランティ
アを集めて活動することがそもそも難しくなった。そこで、このパンデミック状況がボランティ
ア活動にどのような影響を与えているのかという点を調査した。その結果、NGO・NPO の活動は
コロナ禍によって大きな打撃を受けたこと、その対応として多くの団体がオンライン会議など
ICT の導入を進めたこと、一方で SNS などの機能は既存のつながりのコミュニケーションを促し
たが、新メンバーの獲得を難しくする弊害も見られたこと、これを機会にマスクの配布などコロ
ナに関する活動を始める人々もみられたが、彼らは新たにボランティア活動を始めたのではな
く、別の活動をしていた人々がコロナ禍対応の活動を始めていたことなどが分かった。それらの
結果を日本リスク学会年次大会にてシンポジウムを主催し、発表した。またその内容はリスク学
研究誌に論文として発表した。前田はこれらの関連研究で日本リスク学会の学会賞を受賞した。 
 
 
 
 
 

表 2 瀬戸内海の環境問題についての積極性と情報源の関係（淺野ほか, 2021） 
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